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五
所
川
原
市
議
会
第
四
回
定
例
会
が

九
月
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
四
日

間
開
会
さ
れ
、平
成
十
八
年
度
一
般会

計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
十
九
議
案
を
認

定
、
議
員
提
出
議
案
四
件
を
含
む
十
一

議
案
を
可
決
・
承
認
しま
し
た
。
 

ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
金

木
病
院
の
救
急
体
制
復
活
に
関
す
る
請

願
書
に
つ
い
て
は
、医
師
確
保
の
目
処

が
つ
き
、
救
急
体
制
の
復
活
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
か
ら
取
り
下
げ
と
な
り
、
乳

幼
児
医
療
費
無
料
制
度
の
現
物
給
付
を

求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て
は
不
採
択
と

し
、
全
三
十
二
議
案
を審
議
し
閉
会
し

ま
し
た
。
 

今
定
例
会
で
は
、
市
の
財
政
健
全
化

計
画
の
一
層
の
充
実
を
は
かる
た
め
、
 

市
議
会
自
ら
が
議
員
報
酬
を
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
任
期
満
了
の
二
十
三
年
一
一

月
ま
で
平
均
三
・
三
五
％
（
議
長十
％
、
 

副
議
長
五
％
、
議
員
三
％
）
削
減
す
る

ほ
か
、
 一
人当
た
り
月
額
三
万
円
の
政

務
調
査
費
を
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
一
一

十
三
年
三
月
ま
で
支
給
停
止
す
る
こ
と
、
 

さ
ら
に
議
員
定
数
の
現
行
三
十
人
を
、
 

次
の
一
般
選挙
か
ら
二
六
人
に
減
ら
す

こ
と
な
ど
を
提
案
し
、
議
員
発
議
に
よ

り
可
決
し
ま
し
た
。
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
歳
入
 

歳
出
決
算
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
特
別
会
計
歳
入
 

歳
出
決
算

（十
五
件
）
 

◇
平
成
十
八
年
度
五
所
川
原
市
企
業
会
計
決
算
 

（一
一
秤
）
 

!
u
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叫
さ
れ
た

議
案
 

r
 

ー
 

ー
ー
 

◇
平
成
十
九
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
 

◇
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
案
 

◇
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
三
件
（
市
営
住
宅
明

け
渡
し
並
び
に
滞
納
使
用
料
請
求
等
）
 

◇
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
 

◇
青
森
県
市
長
会
館
管
理
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
（
承
認）
 

「
H
引

1
ー
 

◇
教
育
予
算
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
案
 

◇
五
所
川
原
市
議
会
議
員
の
定
数
に
関
す
る
条
 

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
議
会
議
員
の
報
酬
の
特
例
に
関

す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
金
木
病
院
の
救
急
体
制
復
活
に
関
す
る
請
願

書

（
取下
承
認
）
 

◇
乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度
の
現
物
給
付
を
求

め
る
請
願
書
（
不
採
択）
 

稲
柄
ら
焼
輸考
や
め
書
由
う
 

焼
却
防
止
巡
回
指
導
 

五
所
川
原
市
と
西
北
地
域
県
民
局
農
業
振
興
課

は
九
月
二
十
一
日
、
市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
で

稲
わ
ら
焼
却
防
止
巡
回
指
導
出
発
式
を
行
い
、
前

落
営
農
組
合
の
境
谷
稔
顕
さ
ん
が
焼
却
ゼ
ロ
官
喜
只

続
い
て
広
報
車
が
焼
却
防
止
を
訴
え
な
が
ら市
内

を
巡
回
指
導
し
ま
し
た
。
 

稲
わ
ら
焼
却
は
健
康
被
害
、
交
通
障
害
、
産
地

の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ化
を
ま
ね
き
ま
す
。
「ク
リ
 

ー
ン
な
産
地
」
を確
立
す
る
た
め
、
市
で
は
モ
デ
ル

地
区
を
設
定
し
た
り
、
稲
わ
ら
を
家
庭
菜
園
や
畜

産
等
に
有
効
利
用
す
る
な
ど
様
々
な
運
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
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市
浦
地
区
脇
元
で
は
旧
暦
の
八
月
一
日
に
あ
わ
せ
、
九
月
十
日

か
ら
十
一
日
に
か
けて
お
山
参
詣
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

前
夜
祭
の
宵
山
で
は
、
小
馬
踊
り
や
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
を
奉

納
。
翌
日
の
朔
日
山
は
、
洗
磯
崎
神
社
で
玉
串
を
奉
納
し
五
穀
豊
 

マ
／
い
 

穣
と
大撃

語
。
 

フ

・
・
，
 、ぐ
 
I
乳
」
も
ら4一
 
ー
“
 
そ
の
後
、

御
幣
、
 

1

己
 
い
 
、
、
，

Z』
t
ー

、
一
」
 
供
物
な
どタ
持
ち
、
 

ン

r
 

ノ
 

、ニ“一 

子ども達は救急車の中に興味津々 

脚
一
一
共
・

！

ゲ
r
r
 

皿苗
離
子
に
「サ

イ
ギ
サ
イ
ギ
」
 

の
声
を
響
か
せ
、
 

脇
元
岩
木
山
神

社
の
洞
が
あ
る

爾
山
（
も
や
やま
）
 

」カ
ぞ

等
費

I
 
 
‘
  

を
登
り
、
山
頂
 

句
 

／人
 

で
は
金
木
高
校

市
浦
分
校
の
生

徒
が
記
念
写
真

の
サ
ー
ビ
ス
を

し
ま
し
た
。
 

「救
急
の
日
」
 
の
九月
九
日
、
 エ
ル
ム
の
街
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
入
口
外
で
救
急
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
買
い
物
に
訪
れ
た
人
達
は
、
 

救
急
救
命
士
と
女
性
消
防
団
員
の
案
内
で
救
急
車

を
見
学
し
た
り
、
乳
幼
児
・
子
ど
も
・
大
人
の
人

形
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法な
ど
の
講
習
を
受
け
、
 

救
急
活
動
（
の
理
解
を
深
め
て
いま
し
た
。
 

●
 

 

ふ
 
と

う
 
ふ
 

く
つ
 

「麟
翻

鄭
『
不
携
不
屈
』
 

テ
ー
マ
「
不
屈
」
 

今
世
は
様
々
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
疑
心
暗
鬼
に
な
り
、
人
々
の
心
を
み
だ

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
こ
そ
自
ら
の
信
念
を
貫
き
、
雷
神
に
襲
わ
れ

半
身
不
随
に
な
っ
て
も
戦
場
に
出
続
け
て
ど
ん
な
事
態
に
も
強
い
意
志
で
自
分

の
信
じ
る
道
を
進
ん
だ
戦
国
時
代
豊
後
の
武
将
「
立
花
道
雪
」
 
の不
焼
不
屈
の

精
神
を
学
び
現
代
社
会
を
カ
強
く
生
き
て
ほ
し
い
。
 

九
月
二
十
一
日
、来
年
の
新
作

立
侵
武
多
を
製
作
す
る
立
侵
武
多

の
館
の
職
員
の
鶴
谷
昭
法
さ
ん
が

市
役
所
を訪
れ
、新
作
「
不
挑
不
屈
」
 

の
下
絵
を
発
表
し
ま
し
た
。
鶴
谷

さ
ん
は
、
自
身
初
め
て
の
大
型
立

侵
武
多
製
作
と
な
っ
た
平
成
十
七

年
の
「
炎
」
に
続
く
二
作
目と
な
り
、
 

「
二
体
ねぷ
た
で
構
図
も
細
か
く

な
っ
て
い
ま
す
。
期
待
し
て
く
だ

さ
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

来
年
3
月
上
旬
に
完
成
予
定
。
 



第
九回
掃
岩
木
川
の旦
 

一
 
喜

ぢ
継
ぎ
た
い
 川
い
い物
師
で
 

岩
木
川
の
洪
水
と
闘
っ
て
き
た
先

人
た
ち
の
苦
労
を
後
世
に
語
り
継
ぎ

た
い
と
、
岩
木
川
と
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
、
第
九

回

「
祝
・
岩
木川
の
日
」
 
が十
六
日

岩
木
川
河
川
敷
の
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
小
雨
模
様
の
中
、
川
や
水

に
ま
つ
わ
る
催
し
に
大
勢
の
親
子
連

れ
な
ど
が
参
加
。
会
場
に
設
置
さ
れ

た
人
工
降
雨
機
を
体
験
し
た
小
学
生

の
グ
ル
ー
プ
は
、
 「
こ
れ
く
ら
い
の

雨
は
た
ま
に
降
る
よ
ね
。
 

で
も
、
長
い
時
間
降
る
と

道
路
が
水
浸
し
に
な
っ
ち

ゃ
う
の
？
」
と
、
驚
い
た

様
子
。
 

ま
た
、
じ
や
つ
こ
釣
り
大
会
、
じ
ゃ

つ
こ
つ
か
み
大
会
で
は
、子
ど
も
た
ち

が
全
身
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
ニ

ジ
マ
ス
を
追
い
か
け
、
ひ
と
り
で
何
匹

も
捕
ま
え
る
小
学
生
も
い
て
あ
ち
こ
ち

で
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
防
災
グ
ッ
ズ
や
災
害
対

策
車
両
の
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
 「
つ

が
る
親
父
バ
ン
ド
」
 の
演
奏
や
ほ
っ

か
ぶ
り
コ
ン
テ
ス
ト
、
ス
コ
ッ
プ
「
一

味
線
な
ど
多
彩
な
シ
ョ
ー
が
会
場
を

沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。
 

鋼（鷲
磐
 

嘉
瀬
小
学
校
（
秋
元
和
光
校
長
）
は

九
月
十
六
日
、
創
立
百
三
十
周
年
を
祝

い
 「夏
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

体
育
館
で
は
全校
児
童
百
十
五
人
と

父
母
ら
が
参
加
し
て
太
巻
き
づ
く
り
に

挑
戦
。
児
童
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の

体
験
で
す
。
玉
子
や
キ
ュ
ウ
リ
、
か
ん

ぴ
ょ
う
、
ツ
ナ
な
どお
気
に
入
り
の
具

材
を
酢
飯
に
の
せ
る
と
、
息
を
合
わ
せ

て
巻
き
す
を
巻
き
、
長
さ
約
五
メ
ー
ト

ル
の
太
巻
き
が
十
二
本
完
成
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
夜
店
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
 

ー
も
催
さ
れ
、子
ど
も
達
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
 

耐
久
梅
1
8
⑨
2
軍
旦
 

金
木
宣
同
校
生
が
一
元
歩
 

九
月
一
干
一
日
、金
木
高
校
（
根
城

隆
幸
校
長
）
で
は
全
校
生
徒
約
二
百
一
一

十
人
と
教
職
員
及
び
父
母
ら
が
伝
統
の

耐
久
歩
に
挑
み
ま
し
た
。
 

同
校
の
耐
久歩
は
、
体
力
・
持
久力
・

精
神
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
友
人

と
の
連
帯
感
や
協
力
す
る
心
を
育
成
し

よ
う
と
行
わ
れ
、
現
在
の
形
式
と
な
っ

た
昭
和
五
十
八
年
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
 

学
校
を
出
発
し
た
生
徒
達
は
、
十
一
一

本
ヤ
ス
経
山
で
七
ッ
滝
を
往
復
す
る
十

八
・
ニ
キ
ロ
を
友
達
と

一
緒
に
マ
イ
ペ
 

ー
ス
で
歩
き
、
励
ま
し
合
っ
て
完
歩
。
 

ゴ
ー
ル
後

「完
歩
証
」
を
受
け
取
り
、
 

達
成
感
か
ら
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

執
戦

r
学

F昇
批
 

マ
マ
き
L
儀
育
弄
費
 

今
年
で
三
十
八
回
目
と
な
る
学
区
対
 

抗
マ
マ
さ
ん体
育
大
会
が
九
月
十
六
日
 

に
開
催
さ
れ
、
市
内
8
小
学
区
か
ら
百
 

八
十
名
の
マ
マ
さ
ん
が参
加
し
、
楽
し
 

く
汗
を
流
し
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
 

各
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◆
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
 

〔
優
 
勝
〕五
所
川
原
小
 

〔M
V
P
〕
柴
田
圭
子
 

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

〔優
 
勝
〕
一
一
一
輪
小
A
 

〔M
V
P
〕
工
藤
輝
子
 

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

〔優
 
勝
〕
松
島
小
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『素
顔
回
”
東
鵠
水
屈
gー
ー
《
名
 

入
館
著
1
万
人
を
達
成
 
開
 

立
侵
武
多
の
館
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
 

ー
で
開
催
中
の
「
素顔
の
伊
東
深水
展
」
 

の
入
館
者
が
一
万
人
を達
成
し
ま
し
た
。
 

こ
の
展
示
会
は
、当
市
出
身
で
首都

圏
在
住
の
方
々
で
組
織
す
る
「
わ・
五

所
川
原
会
」
会
長
・
山
田
晴雄
氏
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
す
る
も
の
で
、美

人
画
で
知
ら
れ
る
日
本
画
の
巨
匠
・
伊

東
深
水
の
魅力
を
伝
え
て
い
ま
す
。
 

九
月
十
七
日
に
達
成
し
た
一
万
人
目

は
、
北
秋
田
市
か
ら
弟
、
祖
母
と
三
人

で
観
光
に
訪
れ
た
佐
藤
修
子
さ
ん
。
記

念
品
と
し
て
伊
東
作
品
が贈
呈
さ
れ
、
 

立
侵
武
多
の
唯
子
で
祝
い
を
受
け
る
と
、
 

「驚
き
ま
し
た
。
う
れ
し
い
。
良
い
記

念
に
な
り
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

〔
時間
〕
9
時

、
1
7時
 

〔
観覧
料
〕
大
人
・
学
生m
o
o
円

茄

名
以
上
の
団
体
は
2
7
0
円
）
 

高
校
生
以
下
は
無
料
 

山
田
氏
談
 
多
く
の
方
に
、特
に
子
ど

も
達
に
見
に
来
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
本

物
の
作
品
の
素
晴
ら
しさ
を
感
じ
て
ほ

し
い
。
何
度
も
、
毎
日
で
も
来
場
し
て

い
い
ん
で
す
…
そ
の
た
め
に
高
校
生
以

下
は
無
料
に
し
て
い
ま
す
。
 

青
軍
淘
外協
河
隊
の

例
藤
明目
香
さ
ル
 

ア
フ
リ
力
の
マ
ラ
ウ
イ
へ
 

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ア
フ
リ

カ
南
部
に
あ
る
国
「
マ
ラ
ウ
イ
」
 
（
赴

任
す
る
伊
藤
明
日香
さ
ん
（
羽
野
木
沢）
 

が
九
月
十
九
日
、
平
山
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、
こ
の
春

に
弘
前
大
学
大
学
院理
学
研
究
科
を
卒

業
し
、
こ
の
ほ
ど
マ
ラ
ウ
イ
で
二
年
間
、
 

中
高
校
生
に
数
学
・
自
然
科
学
・
生物

学
な
ど
指
導
す
る
こ
と
に
な
りま
し
た
。
 

市
長
は
「
体調
に
十
分
注
意
し
な
が

ら
協
力
活
動
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
。
伊
藤
さ
ん
は
「
健康
、
笑
顔
、
 

挑
戦
、
努
力
を
胸
に
精
一
杯
活
動
し
て
、
 

そ
の
経
験
を帰
国
後
に
教
育
現
場
で
生

か
し
た
い
」
と
抱負
を
語
り
ま
し
た
。
 

東
芝
ラ

ク
ノ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
翻
 

圏
圏

Wか
ご
響
 

ー
ど
う
も
あ
り
がと
ー
つ
ご
ざ
い
言
し
た
5
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
民
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
会
 

（
冨
田重
昭筏
表
）
H
五
万
一
千
円
（
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
の
益
金）
 

〇
五
所
川
原
地
区更
生
保
護
女
性
会
（
斉

藤
千
恵
子
会
長
）
H
五
万
円
 

〇
五
所
川
原
歌
の
親
和
会
（
奈
良

一
雄

会
長
）
H
三
万
一
千
八百
十
七
円

（
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
選
手
権
大
会
の

益
金
）
 

〇
五
所
川
原
朝
野
球
協
会
（
成
田
光
昭

会
長
）
H
八
万
二
千
四
百
円

（
愛

の
一
球
募
金）
 

当
市
に
第
二
十
三
番
目
の
誘
致
企
業

と
し
て
、
東
芝
テ
ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

開
の
家
電
製
品
の相
談
等
を
行
う
コ

ー
 

ル
セ
ン
タ
ー
の
進
出
が決
ま
り
ま
し
た
。
 

九
月
一
干
一
日
、企
業
側
か
ら
江
原
代

表
取
締
役
社
長
ら
八
名
、
県
か
ら
蝦
名

副
知
事
ら
三
名
、
市
か
ら
は
市
長
、
副

市
長
及
び
経
済
部
長
が
出
席
し
、
コ

ー
 

ル
セ
ン
タ
ー
開
設
基
本
協
定
の
調
印
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
社
は
今
年
十
二
月

か
ら
操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
、
当
市

と
近
隣
市
町
村
か
ら
百
八
十
名
ほ
ど
新

規
に
従
業
員
を
採
用
す
る
予
定
で
す
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
五
所
川
原
料
飲
店
組合
（
白
井
富
士

子
理
事
長
）
H
十
一
万
二
千
五
百

七
十
五
円

（
チ
ャリ
テ
ィ

・
ナ
イ

ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
募
金
）
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秋
の
行
政
相
談
週
間
 

1
0月
1
5日
5
2
1日
 

市
民
課
 
内
線
2
3
1
7
 

国
民
年
金
保
険料
は
 

コ
ン
ビニ
エ
ンス
ス
トア
 

で
も
納
め
ら
れま
す
 

0
●
上
 

旬
 

1
ザ
お

知
ら
せ
 

ニ
今
月
の
相
談
旦

一
 

一
 
各
種
相
談
を
お

受
け
し

て
い
ま

す
。
 

一
 
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

r
・
・
ー・
・
ー・
・
ー
・
・
ー
・
・
ー
・
・
ー
・
・
ー
・
・
ー
・
・

ー
・
・
ー
・
・

L
 

⑨
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線2
3
1
7
 

●

1
0月
1
1日
困
 
1
0時
ー
1
2時
 

●

1
0月
2
5日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政相
談
委
員
 

⑥
法
務
局
人
権
相
談
 

皿
（3
4)2
3
3
0
 

●

月
、
金
曜
日
（
祝祭
日
を
除
く
）
 

9
時

5
1
6時
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
 

2
階
 
人
権
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
 

⑥
行
政
・
人
権
合
同

相
談
 

金
木
総
合
支
所
 
内
線
3
1
0
4
 

●

1
0月
1
7日
困
 
1
0時
5
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
三
会
議
室

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員
 

＠
人
権
相
談
 

市
浦
総
合
支
所
 
内
線
4
0
1
2
 

●

1
0月
2
日
因
 
1
0時

、
1
5時
 

市
浦
総
合
支
所
 
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
 

◇
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
 

  

公
証

制
度
を
活

用
く
だ

さ
い
 

1
0月
1
日
5
7
日
は
「
公
証週
間
」
 

  

青
森
公
証
人
合
同
役
場
 

皿
o
l
7
(7
7
7
)6
6
9
6
桑
原
 

皿
0
1
7
(7
7
6
)8
2
7
3
白
根
 

弘
前
公
証
役
場
 

皿
0
1
7
2
(3
4)3
0
8
4
 
 
印
部
 

  

⑨
こ
こ
ろ
の
相
談
 

五
所
川
原
保
健
所
 
健
康
増
進
課
 

m
(3
4)2
1
0
8
献
（3
4)7
5
1
6
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
人
間
関
係
が
う

ま
く
い
か
ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お

年
寄
り
の
ひ
ど
い
も
の
忘
れ
な
ど
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
0月
1
2日
国
 
1
3時

5
1
4時

五
所
川
原
保
健
所
 
第
一
相
談
室
 

    

公
証
人
は
、
国
の
一
機関
と
し
て
市

民
の
生
活
や
財
産
な
ど
の
権
利
を
守
り
、
 

ト
ラ
プ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。
 

●

公
正
証
書
に
つ
い
て
 

・

契
約
書
を
作
り
大
切
な
財
産
を
守
る
 

・

遺
言
を
作
り
大
切
な
人
に
遺
産
を
譲

る
 

・

離
婚
契
約
書
を
作
り
子
ど
も
の
将
来

を
守
る
 

・

任
意
後
見
契
約
書
で
老
後
も
安
心
 

・

定
款
認
証
で
適
法
な
会
社
を
設
立
 

※
手
数
料
は
法
定
さ
れ
て
い
る
の
で
安

心
し
て
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
公
証

事
務
に
関
す
る
相
談
は
無
料
で
す
。
 

皆
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
行

政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要

望
、
意
見
な
ど
を
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
、
秘
密
を

守
り
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

一
般
行
政
相
談
 

・

五
所
川
原
会
場
 

1
0月
1
5日
囲
 
1
0時
3
0分

5
1
5時
 

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 

・

金
木
会
場
 

1
0月
1
7日
困
 
1
0時

、
1
5時
 

金
木
総
合
支
所
 
4
階
第
3
会
議
室
 

・

市
浦
会
場
 

1
0月
1
7日
困
 
1
3時

、
1
6時
 

市
浦
総
合
支
所
 
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
 

◆
行
政
相
談
員
 

演
田
健
司
、
櫛
引
八
千
代
 

三
和
孝
徳
、
原
 
慶
之
 

年
金
に
関
す
る
相
談
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
の
担
当
者
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

●

1
0月
1
5日
囲
 
1
0時
3
0分

、
1
5時

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 

※
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
…
年
金
手

帳

（
基礎
年
金
番
号
通
知
書
）
ま
た

は
年
金
証
書
、
印
鑑
、
身
分
証
明
書
 

（
免
許証
、
保
険
証
等
）
、
代
理
人
の

場
合
に
は
委
任
状
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
3
3
1
 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
金
融
機
関
、
 

郵
便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
の
ほ
か
、
 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
ら

れ
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

保
険
料
を
納
め
る
と
き
は
、バ
ー
コ
ー
 

ド
が
印
刷
さ
れ
た
納
付
書
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
が
近
く
に
な
い

方
、
日
中
忙
し
く
て
金
融
機
関
に
行
け

な
い
方
は
、ど
う
ぞ
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

お
手
元
に
納
付
書
が
な
い
方
は
、
年

金
手
帳
、
免
許
証
、
保
険
証
等
を
用
意

の
う
え
、
弘
前
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の

納
付
方
法
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
庁
ホ
 

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
 

h
t
tp
】
＼
＼冒
国
・
の
ご・
叫o
・
」ミ

詳
し
く
は
市
役
所
2
階
国
保
年
金
課

国
民
年
金
係
、
ま
た
は
弘
前
社
会
保
険

事
務
所

（m
o
l
7
212
71
l
mm
8
)
 

ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

国
民
健
康
保
険
証
は

届
き
ま
し
た
か
？
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
3
3
5
 

金
木
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

内
線
3
1
0
7
 

市
浦
総
合
支
所
保
険福
祉
係
 

内
線
4
0
4
3
 

1
0月
1
日
交
付
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
は
郵
送
に
よ
り
更
新
い
た

し
ま
し
た
が
、
お
受
け
取
り
に
な
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
世
帯
の
保
険
証
は
、
郵
便
局
に
 

1
0月
3
日
ま
で
保
管
し
、
1
0月
4
日

に
国
保
年
金
課
、
金
木
総
合
支
所
ま
た

は
市
浦
総
合
支
所
へ
返
っ
て
き
ま
す
。
 

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
世
帯
の
方

は
、
古
い
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
国
保
年
金
課
窓
口
ま
た
は
各
総
合

支
所
保
険
福
祉
係
で
更
新
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

リ
サ
イ
ク
ル資
源
の
 

分
別
収
集
に
ご協
力
を
H
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
4
4
 

市
で
は
、
回
収
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
資

源
（
新
聞
や
ア
ル
ミ
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
）
の
売
却
益
を
、
ご
み
を
分
別

収
集
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
に
あ
て

て
い
ま
す
。
効
率
的
な
費
用
で
ご
み
収

集
事
業
を
展
開
す
る
た
め
、
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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消
防
本
部
 
且
（3
5)
2
01
9
 

五
所
川
原
市社
会
福
祉
大会
 

五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

m
(3
4)
34
94
 

平
成
2
0年
度
 
公
立
保
育
所

新
規
入
所受
付
（4
月
入
所
）
 

「五
所
川
原
市
金木
保
育
所
」
と
「
市

浦
ア
ト
ム
保
育園
」
の
入
所申
込
受
付
 

謝

福
祉
課児
童家
庭
係
 

内
線

2
43
8
 

金
木
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

内
線

3
1
l
o
 

市
浦
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

内
線

4
o
34
 

平
成
2
0年
度
公
立
保
育
所
新
規
入
所
 

申
込
を
次
の
日
程
に
よ
り
受
付
し
ま
す
。
 

◇
受
付
開
始
 
1
0月
5
日
岡
 

◇
受
付
締
切
 
1
0月
3
1日
困
 

◇
受
付
場
所
 

①
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係
（
市
役
 

所
北
棟
1
階
）
 

②
金
木
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

③
市
浦
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

◇
提
出
書
類
 
保育
所
入
所
申
込
書
（
受
 

付
場
所
に
備
え
付
け
）
 

平
成
1
9年
度
母
子
寡
婦

福
祉
資
金
（修
学
資
金等
）
 

予
約
貸
付
の
受
付
 

家
庭
福
祉
課
 
内
線

2
4
39
 

◇
対
象
者
 
経
済
的
に
困
難
な
事
情
に

あ
り
、
平
成
2
0年
4
月
に
高
等
学

校
等
に
進
学
ま
た
は
修
業
施
設
に
入

所
を
希
望
す
る
者
を
実
際
に
扶
養
し

て
い
て
配
偶
者
が
い
な
い
女
子
等

◇
貸
付
の
対
象
と
な
る
資
金
 

①
就
学
支
度
資
金
 

②
修
学
資
金
 

③
修
業
資
金
 

◇
貸
付
に
関
す
る
提
出
書
類
 

①
申
請
書
 
②
保
証
人
の
保
証
書

③
貸
付
申
請
者
の
戸
籍
謄
本
 
④
配

偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ
て
現
に
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
 
⑤
家
計
費
申
告
書
 
⑥
進
学

証
明
書

（
在学
し
て
い
る
学
校
か
ら

の
証
明
書
）
⑦
経
費
申
告
書
 
⑧
口

座
振
替
申
出
書
 

※
提
出
書
類
は
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭

係
、
金
木
総
合
支
所
保
険福
祉
係
、
 

豊
か
な
地
域
福
祉
を
目
指
し
、安
心

し
て
幸
せ
感
じ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
市
民
と
関
係
機
関
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、大
会
式
典
並

び
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
を
行
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
6
日
田
 
1
2時
5
0分

5
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 

（
参加
無
料
）
 

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 
保
育
園
児
・
児
 

童
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
や
作
文
発
表
、
 

団
体
に
よ
る
演
舞
の披
露
な
ど
 

農
業
用
軽
油
引
取
税
免税
 

証
の
交
付
申
請
につ
い
て
 

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課
 

m
(3
4)2
1
1
1
 
内
線

2
0
8
 

平
成
2
0年
に
使
用
す
る
農
業
用
軽

油
引
取
税
免
税
証
の
交
付
申
請
を
次
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。
 

●

1
1月
6
日
因
 
9
時

5
1
5時
 

青
森
県
五
所
川
原
合
同
庁
舎
 

3
階
会
議
室

（
市内
栄
町
1
0)
 

※
申
請
用
紙
は
西
北
地
域
県
民
局
県
税

部
の
ほ
か
、
農
協
等
の
軽
油
取
扱
店

に
あ
り
ま
す
。
農
協
等
の
軽
油
取
扱

店
を
通
じ
て
申
請
書
を
提
出
す
る
方

は
、
1
0月
末
ま
で
に
ご
希
望
の
取

扱
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
 

自
賠
責保
険
・
共
済の
有
効
 

期
限
が切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
 

国
土
交
通省
東
北
運
輸局
青
森運
輸
支
局
 

m
o
l
7
(7
3
9)1
50
2
 

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、万
一
の
交

通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
、
原
付
自
転
車
を
含
む
す

べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
車
検
制
度
の
な
い
 

2
5
0
に
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付

自
転
車

・
軽
二
輪
自
動
車
）
は
期
限
切

れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意
を
ー
 

※
詳
細
は
ht
tpミ
雲

」
子巴

」
つ
 
で
。
 

『
どん
な
相
手
と
の
試
合
よ
り
 

「
自賠
責
」
な
し
で
運
転
 

す
る
方
が怖
い
。
 （
魔
裟斗
）
』
 

労
働
保
険
の
加
入
手
続
は

お
済
み
で
す
か
 

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク
五
所
川
原

（
五
 

所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
）
 

皿
（
3
4)3
1
71
 

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
（
農林
水
産
業
の
一
部
を
除く
）
 

は
、
労
働
保
険

（
労
災保
険

・
雇
用
保

険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
だ
加
入
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、今
す
ぐ
加
入
手
続
を
お
願

い
し
ま
す
（
手
続
き
を
行
わ
な
い
場
合
、
 

職
権
に
よ
り
強
制
的
に
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
 

農
林
水
産
課
 
内
線

2
5
1
3
 

地
域
産
業
の
振
興
と
市
民
の
生
活
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
ご

し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。
農
林
畜
産
物
や
加
工
品
、
生
活

関
連
商
品
な
ど
の
販
売
を
は
じ
め
、
大

人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る
各
種
ィ
ベ

ン
ト
を
準
備
し
て
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

●

1
0月
叩
 
、
2
1日
回
 

9
時
3
0分
、
1
6時
 

つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
 

※
詳
細
は
次
号
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
！
 

産
業
ま
つ
り
の
会
場
内
で
フ
リ
ー
マ
 

ー
ケ
ツ
ト
を
開
催
し
ま
す
p
出
店
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
1
0月
1
2日
国
ま
で

に
五
所
川
原
家
族
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ット

実
行
委
員
会
事
務
局
（
環
境
対
策
課／

内
線
N
m
4
3）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
出
店
料
は
無
料
です
。
そ
の
他

区
画
の
大
き
さ
等
につ
い
て
は
、
申
し

込
み
時
に
ご確
認
く
だ
さ
い
。
 

県
下
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
 

市
浦
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
に
あ
り
 

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本
 

ま
す
。
 

部
並
び
に
五
所
川
原
消
防
署
、
金
木
消
 

※
詳
細
は
西
北
地
方
福
祉
事
務
所
母
子
 

防
署
及
び
市
浦
消
防
署
で
は
、
消
防
P
 

担
当
m
(3
5)
21
5
6ま
で
。
 

R
の
た
め
広
報
パ
レ
ー
ド
等
を
実
施
し
 
◇
提
出
締
切
 
1
1月
1
6日
岡
 

ま
す
。
 

※
期
限
後
も
随
時
貸
付
申
請
を
受
付
け
 

●

1
0月
1
5日
囲

5
2
1日

同
 

し
ま
す
。
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手
話
奉仕
員
養
成
講座
 

基
礎
コ
ー
ス
 
受
講者
募
集
 

家
庭
福
祉
課
 
内
線

2
4
3
5
 

五
所
川
原
ろ
う
あ
協
会
 

献
（2
9)
3
7
2
9
 工
藤
 

し
う
ら
そ
の史
跡
を
訪
ねて

ウ
ォ

ー
ク
参
加
者
募
集
 

あ
お
も
り
県
民力
レ
ッジ

生
涯
学習
フ
ェア
2
o
o
7
 

記
念
講演
会
（無
料
）
 

あ
お
も
り
県
民
力
レ
ッ
ジ
事
務
局
 

（
青
森県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）
 

m
O
l
7
(7
6
2
)1
1
3
1
 

献
0
1
7
(7
3
9
)2
5
フ
o
 

聴
覚
障
害
者
の
生
活
や
関
連
す
る
福

祉
制
度
等
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深

め
、
手
話
で
の
日
常
生
活
に
必
要
な
語

葉
と
手
話
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
 

●

1
0月
2
4日
、
2
0年
3
月
2
0日
の
毎

週
水
曜
日

（1
2/
2
6、
1
/
2
除
く
）
 

1
9時

、
2
0時
3
0分
 
中
央
公
民
館

◇
内
容
 
①
手
話
実
技
 

②
交
流

（ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
）
 

1
4
7
0円
は
自
己
負
担
）
 

一
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
一
 

キ
ャ
ラ
パ
ン
・メ
イ
ト
五
所
川
原
 

五
所
川
原
市地
域
包
括
支
援セ
ン
タ
ー
 

m
(3
8)3
9
3
9
 

「痴
呆
」
と
い
う
言
葉
が
「
認知
症
」
 

に
変
わ
っ
て
3
年
に
な
り
ま
す
。
い
ま
、
 

認
知
症
は
「
ほ
かの
誰
か
の
問
題
」
で

は
な
く
、
 「
自分
や
自
分
の
愛
す
る
人

の
切
実
な
問
題
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

自
分
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
い
ま
の

生
活
を
少
し
で
も
長
く
継
続
で
き
る
よ
 

う
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座」
 

を
開
催
し
ま
す
。
2
5
3
人
の
友
達
同

士
か
ら
、
認
知
症
の
人
と
接
す
る
機
会

が
多
い
銀
行
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
の
団
体
の
皆
さん
、
認
知
症
に
つ

い
て
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ま
で
、
 

農
協
、
小
学
校
、
婦
人
会
な
ど
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。
 

●

1
0月
2
1日
回
 
小
雨
決
行
 

集
合
…
大
沼
公
園
駐
車
場
9
時

出
発

…
9
時
3
0分
 

◇
参
加
資
格
 
健
康
で
1
3廟
の
距
離
を

歩
け
る
方
（
親子
で
の
参
加
大
歓
迎
）
 

◇
参
加
料
 
無
料
（
傷
害
保
険
料
は主

催
者
負
担
）
 

◇
服
装
・
持
ち
も
の
 
履
き
な
れ
た
靴
、
 

帽
子
、
汗
拭
き
、
飲
み
物
、
雨
具
、
 

お
に
ぎ
り
等
 

◇
申
込
締
切
 
1
0月
1
6日
因
ま
た
は

定
貝
8
0名
に
な
り
次
第締
切
 

平
成
2
1年
5
庁
ま
で
『
 

裁
判
員

制
度
が
 

始
ま
り

ま
す
 

青
森
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課
 

m
o
l
7
(7
2
2
)5
2
1
4
 

裁
判
員
制
度
は
、国
民
の
皆
さ
ん
に

裁
判
員
と
し
て
重
大
な
事
件の
刑
事
裁

判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有

罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う

な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決

め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。
 

裁
判
員
は
、
選
挙
権
を
持
つ
国
民
の

中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。
 

裁
判
員
制
度
に
関
す
る
内
容
は
、
ホ
 

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

h
t
tp
】
＼\
ww
w・k
e
ns
a
t
su

・g
o・
」つ

な
お
、
裁
判
員
制
度
の
無料
説
明
会

や
D
V
D
（
中
村
雅俊
出
演
）
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

県
民
の
生
涯
学
習
の
学
園
あ
お
も
り

県
民
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
 「
思
い
っき
り

テ
レ
ビ
」
医
療
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
と
し
 

て
お
な
じ
み
の
松
原
英
多
氏
を
迎
え
、
 

健
康
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
常
生
活
の
中
の
行
動
に
ち
ょ
っ

と
プ
ラ
ス
し
て
、
病
気
予
防
効
果
を高

め
て
い
き
ま
し
ょう
。
 

●

1
0月
1
4日
回
 
1
3時
3
0分

5
1
5時

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
演
題
 
「
身近
な
医
学
の
心
得
」
 

、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
健

康
の
常
識

5
 

◇
講
師
 
医
学
博
士
・
松
原
英
多氏

◇
申
込
方
法
 
電
話
や
F
A
X
、
ま
た

は
郵
便
で
、
名
前
と
電
話
番
号
をお

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
9年
度
 
除
排
雪
業務

臨
時
職
員
募
集
 

土
木
課
管
理
係
 
内
線
2
6
1
5
 

金
木
総
合
支
所
産
業
建
設
係
 

内
線
3
2
1
0
 

市
浦
総
合
支
所
産
業
建
設
係
 

内
線
4
o
2
3
 

市
除
排
雪
対
策
本
部
で
は
、
平
成
1
9
 

年
度
除
排
雪
業
務
臨
時
職
員
を
募
集
し
 

ま
す
。
 

◇
募
集
期
間
 
1
0月
1
6日
因
、
3
1日
困
 

◇
募
集
人
員
 

五
所
川
原
地
区
3
9名
程
度
 

金
木
地
区
1
1名
程
度
 

市
浦
地
区
1
0名
程
度
 

◇
業
務
内
容
 
除排
雪
に
係
わ
る
業
務
 

◇
募
集
要
件
（
す
べ
て
に該
当
す
る
方
）
 

③
講
義

（
聴
覚
障
害者
の
生
活
等
）
 
市
浦
地
区

の
史
跡

（唐
川
城
比
・
山

◇
対
象
 
入
門
コー
ス
ま
た
は
初
級
コ
 
王
坊
遺
跡
・
十
三
湊
遺
跡
等
）
1
3』
 

ー
ス
を
修
了
し
た
方
 
を

歩
き
ま
す
。
要
所
で
史
跡
等
の
説
明

◇
受
講
料
 
無
料

（
基礎
テ
キ
ス
ト
代
 
あ
り
。
参
加
者
に
は
昼
食
時
に
豚
汁
を
 

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
 
②
健

康
な
方
 
③
大
型
特
殊
免
許
を
有
し

て
い
る
方
 
④
車
両
系
建
設機
械
運

転
技
能
講
習
を
修
了
し
て
い
る
方
で
、
 

原
則
と
し
て
、
重
機
運
転
経
験
2
年

以
上
の
方
 
⑤
原
則
と
し
て
、
市
除

排
雪
業
務
経
験
者
は
6
0歳
未
満
の
方
、
 

未
経
験
者
は
5
0歳
未
満
の
方
（
平
成
 

1
9年
1
1月
1
日
を
基
準
日
と
す
る
）
 

◇
雇
用
期
間
 
1
2月
1
0日
囲
、
平
成
 

2
0年
3
月
7
日
囲
 

◇
就
業
時
間
等
 
原
則
と
し
て
、
5
時
 

、
1
4時
3
0分
（
間
に
休
憩
1
時
間
3
0
 

分
含
む
）
詳
細
は
五
所
川
原
市
臨
時

的
任
用
職
員
管
理
規
程
に
よ
る
。
た

だ
し
、
非
降
雪
時
は
正
規
職
員
と
同

じ
く
8
時
3
0分

5
1
7時
1
5分
。
 

◇
申
込
書
類
 
①
五
所
川
原
市
除
排
雪

業
務
臨
時
職
員
雇
用
申
込
書
（
土
木

課
及
び
各
総
合
支
所
産
業
建
設
係
に

あ
り
）
 
②
住
民
票
抄
本
 
③
免
許

証
（
写）
 ④
車
両
系
建
設
機
械
運
転

技
能
講
習
修
了
証
（
写
）
 ⑤
運
転
記

録
証
明
書
 
⑥
健
康
診
断書

（3
カ

月
以
内
の
も
の
）
 
⑦
市
税
納
税
証

明
書
（
平
成
1
9年
度
）
 

◇
申
込
先
 
五
所
川
原
地
区
…
土
木
課

管
理
係
、
金
木
地
区
…
金
木
総
合
支

所
産
業
建
設
係
、
市
浦
地
区
…
市
浦

総
合
支
所
産
業
建
設
係
 

◇
採
否
の
決
定
通
知
 

1
1月
9
日
岡
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。
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m
o
80
(6
00
8
)7
6
5
4
 
津
島
 

白
戸
栄
之
助
杯
 

紙
飛
行
機
・
ラ
イ
ト
プ
 

レ
ー
ン
大
会
 

白
戸
栄
之
助
航
空
研
究
会
 

皿
（5
2)2
2
5
o
 松
尾
 

ョ
ニ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

皿
（3
5)1
9
2
6
 

皿
・
献
（3
5)1
2
6
3
 
新
岡
 

生
涯
研
修
無
料
公開
講
座
 

西
北
五
は
り
・
き
ゆう
・
マ
ッサ
ー
ジ

師
会
 

m
(3
3)6
o
3
o
 寺
田

凪
（3
7)3
4
3
4
 
鳴
海
 

「
あ
おも
り
教
育
の
日
」
 

第
6
回
推
進
大
会
西
北
大
会
 

事
務
局
 

m
(3
4)6
o
63
 葛
西
 

文
化
講

演
会
 

北
奥
文
化
研
究
会
 

凪
（
3
4)3
0
4
6
 

●

1
0月
1
3日
田
 
1
3時
3
0分
 

中
央
公
民
館
 
入
場
無
料
 

◇
演
題
「
幕
末
期
弘
前
藩
の
洋
式
兵
学

の
導
入
に
つ
い
て
5
砲
術
師
範
篠
崎

進
を
中
心
に
」
 

◇
講
師
 
青
森
県
史
編
さ
ん
調
査
研
究

員
・
福
井
敏
隆
氏
 

※
そ
の
他
、
 「
「
防御
性
集
落
」
を
め

ぐ
る
生
業
活
動
に
つ
い
て
」
当
研
究

会
会
員
・
斎
藤
淳
氏
の
研
究
発
表
。
 

動
物
ふ
れあ
い
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル
2
o
o7
 

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
 

皿
o
l
7
(7
2
6
)6
1
0
0
 

嗣
屍
サ
 ロ 

ン
 

、
 

き
の
こ
展
示
会
 

［
同
時開
催
］き
の
こ
写
真
展

五
所
川
原
山
酔
会
事
務
局
 

e
1
0月
8
日
（月
・
祝
）
 

1
0時

、
1
6時
 

立
侵
武
多
の
館
 
l
F
ホ
ー
ル
 

●

1
0月
1
5日
囲

ー
1
7日
困
1
0時

5
2
1時
 

（最
終
日
は
1
5時
ま
で
）
入
場
無
料

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル

◇
主
催
 
津
軽
野
盆
栽
会
 

紙
飛
行
機
大
会
 

9
月
3
0日
回
 
1
3時
3
0分

5
 

金
木
小
学
校
体
育
館
（
入
口は
体
育
 

館
側
）
 

‘
ラ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
大
会
 

・
 

1
0月
1
4日
⑧
 
集
合
9
時
3
0分
 

集
合
場
所
：
金
木総
合
支
所
前
 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

い
ず
れ
も
参
加
無
料
で
す
。
 

賞
品
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

●

1
0月
1
3日
田
 
9
時
5
1
7時
 

1
4日
回
 
9
時

、
1
4時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

◇
展
示
 
栄
地
区内
の
園
児
に
よ
る
絵

画
展
、
陶
芸
・
絵
画
・
書
道
・和
布

サ
ー
ク
ル
教
室
等
の
作
品
展
示
。
 

◇
発
表
 
踊
り
や
登
山
唯
子
 

※
子
ど
も
向
け
に
餅
つ
き
ゲ
ー
ム
や
駄

菓
子
く
じ
、
う
ど
ん
・
そ
ば等
の
コ
 

ー
ナ
ー
、
 「タ
市
の
会
」
によ
る
野

菜
一
果
物
等
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。
 

姿
勢
を
良
く
し
て
健
康
に
な
り
た
い

方
、
仕
事
や
勉
強
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

っ
て
い
る
方
な
ど
、
中
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
初
心

者
の
た
め
の
弓
道
教
室
で
す
。
 

●

1
0月
6
日
田
5
1
1月
1
0日
田
の
毎
週

火
・
木・
土曜
日
 
1
9時

5
2
0時
4
5分

旧
三
道
会
館
（
市
役
所
隣
り
）
 

※
受
講
無
料
。
弓
具
は
備
え
付
け
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
中
学
生
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要
で
す
。
 

●

1
0月
2
8日
⑩
9
時
3
0分

5
1
5時
1
5分

中
央
公
民
館
 
2
階
 
視
聴
覚
室
 

・

講
演
 
9
時
3
0分
5
1
1時
4
5分
 

「薬
は
な
ぜ
き
く
の
か
」
青
森
大
学
 

薬
学
部
准
教
授
・
佐
藤
栄
作
氏
 

・

講
演
 
1
3時

5
1
5時
1
5分
 

「
放
射
線医
学
の
話
」
弘
前
大
学
医
 

学
部
教
授
・
阿
部
由
直
氏
 

◇
申
込
方
法
 
1
0月
2
0日
田
ま
で
に
電
 

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

青
森
県
民
が
こ
ぞ
っ
て
教
育
の
大
切

さ
を
考
え
、
尊
重
し
、
教
育
の
振
興
を

期
す
る
日
で
す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
パ
ネ

ラ
ー
と
会
場
で
大
い
に
語
り
合
い
ま
し

よ
う
。
 

●

1
0月
2
7日
田
1
3時
3
0分

5
1
6時
1
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

主
題
「
す
こ
や
かな
子
ど
も
を
育
む
 

家
庭
・
地
域
を
語
ろ
う
」
 

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
光
フ
ァ
 

イ
バ
ー
、
さ
か
え
立
侵
武
多
も
あ
り
。
 

×
 

動
物
（
犬
、猫
、
馬
、
ヒ
ツ
ジ
、
ヤ

ギ
、
ウ
サ
ギ
等
）
と
の
ふ
れ
あ
い
、
乗

馬
体
験
、
動
物
パ
レ
ー
ド
、
獣
医
さ
ん

な
り
き
り
体
験
、
盲
導
犬
、
警
察
犬
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
犬
の
し
つ

け
方
教
室
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
で
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
。
 

●

1
0月
7
日
回

・
8
日
（月
・
祝
）
 

1
0時
5
1
6時
 

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
青
森
 

市
宮
田
字
玉
水
1
1
9
1
1
)
 

平
成
2
0年
度
 

「看
護
学
生
」
募
集
 

(
2年
課
程
夜
間
定
時
制
）
 

吏
」
高
等
看
護
学院
 
皿
（3
4)2
71
5
 

◇
募
集
人
員

◇
修
業
年
限
 

◇
受
験
資
格
 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
 

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
、
准
看
護

師
の
免
許
取
得
後
3
年
以
上
業
務
に

従
事
し
て
い
る
方
 

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
方
で
、
准
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
方
 

③
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
方
で
、
平
成
2
0年
3
月

准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
見
込
み
の

方
 

④
平
成
2
0年
3
月
に
高
等
学
校
衛
生
看

護
科
を
卒
業
見込
み
の
方
 

◇
入
学
試
験
 

試
験
日
…
2
0年
1
月
3
1日
困
 

試
験
科
目
・
・
者護
全
般

（
解剖
生
理

含
む
）
、
国
語

（
作
文
含
む）
、
 

英
語
、
面
接
 

願
書
受
付
期
間

・
・2
0年
1
月
4
日
岡
 

ー
1
7日
困
 
当
日
必
着
 

3 40 
年名 

9 平成 19年 10月 1 日 五所川原市役所 合35- 2111 



子育ては地域のみんなの手召！ 

五所川原市 、 

乙ミI)ーサボートセンタブ
活動紹介 

ノ冬、 学習塾やェステなどは、通い始めてすぐ 

“ 	γに効果が現れるものではなく、一定期間通 

’い続ける必要があります。しかし、必ずしも当

初の目的が実現するというわけではありませんし、 

自分が期待していたサービスを受けられるとも限り

ません。また、中途解約を申し出しても、事業者に

断られたり、高額な解約手数料を請求されるなど、 

長期契約に関するトラブルが多く発生しています。 

そこで、継続してー定期間のサービスを提供する

エステティックサロン、語学学校、家庭教師、学習

塾、パソコン教室、結婚紹介サービスについては、 

「特定商取引法」 において中途解約が認められ、そ

の際に事業者が消費者に請求できる損害賠償等の上

限額が決められています。 

消費者被害で困ったら… 
青森県消費生活センター TEL 017-722-3343 

弘前相談室 TEL 0172-36-4500 
青森県環境生活部県民生活文化課 

TEL 017-734-9206/9209 FAX 017-734-8046 
五所川原市商工観光課 

TEL 35-2111 内線2553 	FAX 39-1093 

／ー【相談内容】 	 × 
自宅に家庭教師派遣会社の人が来て、小学 3年

生の息子に学力テストをした。2週間後、同じ人

物が来て、算数が特に弱いとテスト結果の説明を

受けた。そこで、家庭教師による指導を勧められ、 

息子も興味を示したため、指定された学習教材を

購入し、小学 6年生までの契約をした。しかし、 

半年後、家庭教師の教え方に問題があるため解約 

したいと申し出したが、断られた。 
×ー  

r【ポイント】 	 × 
家庭教師や語学学校などは、効果が現れるまで

時間がかかるため長期契約の締結が多く、契約金

額が高額になっています。しかし、一定期間サー 

ビスを受けてみないと効果が分からないうえ、期

待していたサービスを受けられない場合もあり、 

×
中途解約に関するトラブルが多く発生していますシ 

／ーいり 永』 

一定期間の契約を締結する際は、転勤や事業者

倒産などでサービスの提供を受けられなくなるこ

ともあるため、長期契約を避けるようにしましょう。 
“
ノ
 

朝食をしっかり食べて体にスイツチオン！~ 

食事の大切さを見直してみませんか？ 

◇日 時】10月16日因 10時～12時 

◇講 師】青森県農林水産部 

食の安全・安心推進課 

食育宣伝隊の皆さん 

◇内 容】楽しく食べて元気いっぱい！! 

～食育宣伝隊がやってくる～ 

◇場 所】働く婦人の家 

◇申込締切】10月12日団 無料保育有り 

◇申込・問合せ先】TEL・FAX35-8953 随時会員募集 

月営住宅・特定公共賃貸住宅灰居者募集 
（県営住宅等指定管理者） 株式会社サン・ 

コーポレーション住宅管理係 正L38-3181 
◇募集住戸（③は特定公共賃貸住宅） 

①新宮団地 木造 3 LDK・・・1戸 

②広田団地 鉄筋コンクリート 3K-1戸 

③新宮団地 木造 3 LDK・・・1戸 

※申込者及び同居予定者数の合計は①と③が3人以上。 

◇募集期間 ①と②は10月1日（月）~10日困 ただし、 

土・日・祝日を除く、③は常時募集 

◇家 賃（所得金額に応じ決定） 

D23,700-52,100円程度 ②10,500-23, 100円程度 

③ 58 .000円 

※駐車場は1住戸に1台。駐車料金は家賃とは別徴収。 

駐車場の除雪は入居者で行っていただきます。 

／宅tt 舞 Jt J 会ジ 鋤競織疹 
建築住宅課 内線2660 
県住宅供給公社住宅部住宅企画課 TELO1 7-723-1627 

団 地 名…はるにれ住宅団地 

現地相談会・・・10月14日回、15日（月） 10時～16時 

はるにれ住宅団地（現地テント） 

分譲区画数 69 
土地面積 245 nf(74.3坪 )-401 n(121.4坪 ) 
土地価格 630万円～ 972万円 

申込受付 

8時 30分～ 17時（土・日・祝日除く） 
①複数区画宅地分譲制度 
②新築住宅一般公開宅地分譲制度の分譲割 
引制度があります。 

受付場所 五所川原市建築住宅課、または青森県住宅
供給公社住宅部住宅企画課 

◇内 

駒長期契約に関するトラThが多く発生しています！ 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 19年 10月 1日 10 



嚇都婚楽団公ir 

『ずぎやまこ訊、ちがやってきたり』 

m3日（土）磐男男難18ル30 
主な演奏曲目 

◆―部 亜麻色の髪の乙女、イエスタデーなど 

すぎやまこういち・ピートルズナンバーより 

◆二部 交響組曲「ドラゴンクエスト正」そして伝説ヘ・・・ 

◇全席指定 S席 3,000円 A席 1 .500円 

◇入場券販売所 オルテンシア ー 

ELMインフォメーション 	戸 
1EL33-62?5 

イオン柏総合サーピスカウンター 

TEL25-3450 
子どもネットワーク・ステップ 

TEL34-2170 
北地方教育会館 

指揮とお話ノすぎやまこういち 一、一、ニ土ノー雪」h土一ニ,、＋ 	 TEL35-2088 

× 公民飼か5⑨お知らせ ノ 

	

（  中央公民館 	TEL35-6056 

★家族で映画を楽しむ会 ～10月 

・10月27日田 10時～11時30分 

2階 視聴覚室（入場無料） 

日本昔話の「桃太郎」 「一寸法師」他を上映 

	

金木公民館 
	

TEL53-3581 

★「太宰を語る（月例）会」 

◇10月17日困 19時～ 金木公民館（イス席） 

1．「太宰治への旅」 

・作品『冬の花火』 

～戦後への絶望～ 

2. 「太宰治の青春 

～津島修治であったころ～」 

＊「特別企画展」の報告 

6月30日から8月22日まで、北海道立文学館 

において 「特別企画展」が開催されました。 

今回はその状況について報告します。 

34-4334 叉書館からのお知らせ TEL 

開館時間 10月の休館日 

五所川原市立図書館 
TEL34 -4334 

9時 30分～18時 
（土・日は 17時まで） 

毎週月曜日 
9日（火）、 18日（木） 

伊藤忠吉記念図書館 
TEL53-3 049 

9時 30分～17時 

市
m
 

館
  (b

 

浦

2
-
 

フ
」
 
分

1
1
 

 

9時 30分～ 17時 
毎週土・日曜日 
8日（月）、 18日（木】 

◇今月のおはなし会 テーマ 「たね」 

市立図書館 10月20日（土） 

13時30分～14時30分 

※その他、展示や図書案内など 

ホームページでも確認ください。 

http://www.goshogawara-Iib.com  
携帯用ホームページはこちら→ 

ふるさと交流圏民センター 正L33-2111 I 

ー一 

Ii 
， 一 一一 h 一 	~~ ■ ． ．■ ~ 一 ~ 一 

＠見＠催皿案囚 
日 曜日 催 	 物 開演 入場料 

大
 

ホ
 

ー
 

ル
  

6
  

土 第 50回五所川原市社会福祉大会 12 : 3Q 関係者 

13 土 
五所川原第ー中学校 
校内合唱コンクール 

12 : 3Q 無 料 

14 日 
生涯学習フエア 2007記念
講演会 

13: 30 無 料 

17 水 平成 19年度 「芸術鑑賞」 13 :30 関係者 

21 日 
第 43回五所川原第一中学校
合唱部・吹奏楽部合同定期演奏会 

14: 00 無 料 

23 火 サエラ コンサート 18 : 30 前売 3,000円
当日 3,500円 

24 水 千昌夫 特別公演 18 : 30 前売 5,500円 
（当日 1OC(〕円増） 

27 土 
第 11回 五十嵐由香
ピアノ教室発表会 

13 : 00 無 料 

28 日 
ラジオ公開録音 
「らんまんラジオ寄席」 

13 : 00 整理券 

小
 

ホ
 

ー
 

ル
  

3
  

水 
べトナムアンサンプル
コンサート 2007 18 : 30 当日 1,000 円 

7
  

ピ
ア
ノ
発
表
会
 

日
  青
森
映
研
 
映
画
上
映
 

10 : 00 無 料 

未 定 未 定 

13 土 
チャリテイー津軽野歌謡クラプ

歌謡・舞踊発表会 
11: 00 無 料 

14 日 日本舞踊 綾扇会発表会 12 : 30 無 料 

17 水 核酸健康セミナー 13 : 30 無 料 

19 金 
平成 19年度自動車検査員

研修 
13 : 30 関係者 

21 日 T-Sバンド 音楽発表会 14: 00 無 料 

27 土 
「あおもり教育の日」 

推進大会西北大会 
12 : 30 無 料 

28 日 原田初美ピアノ教室発表会 10 : 00 無 料 

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 	お問合わせ先 ふるさと交流圏民センター（オルテンシア） 
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③鷲轟痛 
五所川原市食生活改善推進員会  

~」）～元気で長生きするための料理～  

キム手風味焼肉井  

1人分 475kcal 塩分 1.4g 

■材料（4人分） 
ご飯 	800 g 	ししとう 	12本 
牛口ース肉薄切り・・・4枚 	ねぎ 	80g 
かぼちゃ 	120 g 
ー酒・醤油・オイスターソース・・・各大さじ 1と 1/3 

A 与録が汁 尖言 UiUi 
キムチの素・にんにく…各少々 

■作り方 
①牛肉は1枚を3等分に切る。かぼちゃは食べ

やすい大きさの薄切りにし、ねぎは4センチ
のぶつ切りにする。 

② Aを混ぜ合わせて①を 30分程漬け込み焼く。 
③井に盛ったご飯に②を乗せ、残りの漬け汁も

尖を通してかける。 

塩分 1 .4g 

A 

  

 

※ボリュームがある割には、低工ネルギーな井
で、ー般的な力ツ井の約半分のエネルギーしか
ありません。にんにくやしょうが、キムチの風
味が食欲をそそり、またスタミナアップにも効
果的です。他にも色々な野菜を加えるなど、工
夫次第で栄養バランスもー段とアップさせるこ
とができるでしょう。 

	ノ 

  

・インフォメーショ、 

健 康 推 進 課 公35-2111 （内線2363・2366) 
保健センター市浦 B27- 7733 

（ みんなの健康相談室 ） 
生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する

こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。 
健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。 

地区 開催場所 開催日 開催時間 

五所』源 保健センター五所川原 10月 10日困 10:00 - 	12:00 

金 木 保健センター金木 10月 12日圏 10:00 - 12:00 

市浦 保健センター市浦 10月 12日囲 10:00 - 12:00 

C みんなの健康教室 ） 
10 月 26日岡 13時～ 14時 

働く婦人の家（3階ホール） 

「“おなか”がイタイ」 

瀬川政信先生（瀬川内科クリニック） 

北五医師会 五所川原市民保健協議会 

救急医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

10月 7日 日
  

桂整形外科医院 弥生町16-7 34 - 3737 

10月 8日 口H
  

江渡内科医院 旭町 7 34 一 3000 

10月14日 日
  

かねひらクリ二ック 旭町 55-2 35-3167 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から 17時まで 
. 	2・その他、消防署（救急病院紹介合34-4999) でも紹介します。 

時

所
マ
師

催
 

一
 
 

日
場
テ
講
主
 

◇
◇
◇
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青森県民手帳 師）2008年（平成20年 
2008年（平成20年）版 

ミ 

発行時期】11月上旬（予定） 

価 格】500円（税込）手帳お渡し時に 

お支払い。 

申込先】企画課統計係 内線2154' 2155 

予約期限】10月19日（金） 

☆スケジュール帳と県・市町村の主要統計 

情報をコンパクトに収録 

☆分冊「ふるさと便利帳」で青森県を再発見 

☆使いやすい小型サイズ！ 

（縦lLLOcm× 横8.2cm）力バーは赤色 

手帳の主な内容 

⑥本 体 青森県市町村区画図、青森県のシンボJレ、 

年間・月間・週間予定表、過去5年間の天

気模様、2008年の日の出・日の入り時刻、 
イラストマップAOMO.R Iなど 

＠別 紙 「地下鉄案内図」 
⑨分 冊 「ふるさと便利帳」 
〔資料編〕青森県の概要、主要統計（青森県・都道府 

‘ 県・市町村）、市町村紹介など 

〔名簿編〕県関係国会議員、県議会議員、県関係機関

など 
〔生活編〕暮らしの相談窓口、文化施設等一覧、ふる

さとの主な行事、 「道の駅」案内など 

古紙配合再生紙使用 
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